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463　　　 体外受精における原因不明受精障害例

の 精子機能検査と治療成績

464　 　 　 ペ ン トキ シ フ ィ リ ン の 精 子先体反応

に 及 ぼ す 影 響
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［目的l　IVFで の 受精の 可否を予知す る様 々 な精

子機能検査が行わ れて いるが、満足す べ き検査法

はない 。 逆に、　 IVFの 結果 、 原因不明不妊の原因

が受精障害で ある こ とが判明す る症例 に遭遇する

。 今回、男性因子を除く受精障害症例にお ける、

原因検索 とそ の 対策に っ い て 検討 した 。

［方法］ 3年間の IVFで 3個以上 の 卵が採卵され

なが ら受精率 0 ％ で あ っ た 108例中、正常精液所

見 （精子濃度 ≧20XIO61mlか っ 運動率 ≧50％ ）で

あ っ た 24例（22．2％）を原因不明受精障害として分

析 した 。 抗精子不動化抗体の再検 、 精子運動能を

表わすペ ネ トラ ッ クテ ス ト、精子酵素活性を反映

する レ サズ リ ン リダクシ ョ ン テ ス ト、及び精子先

体反応を評価する ア クロ ビ
ー

ズ テ ス トを行 っ た 。

更に 反復 IVF時に培養液添加血清の 変更、精子に

対する先体反応誘起処理 、 及び顕微授精を行い、

受精障害の 改善 に っ い て 検討 した 。

［成績コ受精障害24例 中、 4例が ペ ネ トラ ッ ク値

30未満 、 3例が アク ロ ビーズテ ス ト不良 （24時間

値　 1 点以下）、 3例が抗精子不動化抗体陽性 で

あ っ た 。 抗精子抗体陽性例に対 して 、 夫血清添加

培養液 にて媒精 した と こ ろ、 3 例とも受精 し

76．2％ （32 ／42）の受精率で あ っ た 。 透明帯開孔術

に よ り 2／4例、Pentoxyfylline処理 ＋透明帯開孔

術によ り 2／4例、 細胞質内精子注入 法に よ り 2／2

例が受精に 成功 した 。

匚結論 ］受精障害の 原因は単
一

で はな く、多方面

か らの ア プ ロ
ーチが必要で あるが、培養液中の 抗

精子抗体の 存在 は再考慮すべ き
一

面で ある 。 また、

顕微授精は重症男性不妊症 に導入 された治療法で

あ る が、原因不明受精障害例に対 して も有効で あ

る 可能性が示唆され た。

［目的］ペ ン トキ シ フ ィ リ ン （PF＞に は 精 子運動能

を賦活 す る 作用 が あ り，受 精障害例 の 精 子 をPFで

処 理 す る と 受精率 が 向 上 す る こ とが 知 られ て い る．

一
方 ， 精

・
子受精 障害 の 原 因 として 先体反応 の 異 常

が 注 目 さ れ て お り ，先体 反 応率（％ of 　 acrosome

reaction ，以 下％AR）が低 い 症例は in　 vivo お よび

in　 vitro で 受精 障害 を 示 す こ とが 明 らか に され て

い る ．そ こ で ，PF の 先体反 応 に 及 ぼ す影響 を明 ら

か に す る た め に ，以 下 の検討 を行 っ た ． ［方法 ］

妊 孕性 の 確 認された健康 男子 15例お よ び 不妊外来

受診患者 53例 よ り同 意 の も と に 得 ら れ た 精液 か ら

swim 　 up 法 で 運動性 良好精子 を選別 し ， 5時 間前培

養 した 後 4等 分 し た ．こ れ ら を PF（3．6　 mM ）お よび

Ca　 ionophore　A23187（CA）（10 μ M）添加 の 組 み 合 わ

せ に よ り ，
1群 ；PF（＋）CA（＋）， 工1群 ：PF（一）CA〔÷〉，

IH群 ：PF（＋）CA（→ ，
　 IV　gy　：PF（一）CA（一）と し 添 加 後 1時

間培養 し ， FITC−PSA法に よ り各群の ％ARを求め た ．

［成績 ］68例 の ％AR（mean ± SD）は ， 1 群（32．7±

19．8％），　II群（21．4± 14．4％），　III君羊（8，1± 12．4％〉，

IV群 （4．8± 5．7％）の 順 で 有意 に 高値 で あ っ た （p〈

O．Ol）．さ ら に ， 68例 を 精液 所見 （正 常 と異 常〉あ る

い は ％ARで 判定 し た 精子 受精 能 （正 常 と異常 ）に よ っ

て 2分 し た 上 で 1 か ら IV群 の ％ARを 求 め た と こ ろ ，

すべ て の 区分 で 1群 の ％ARは II群 に 比較 し て 有意 に

高値 で あ っ た ．　［結論 ］ PF添加 に よ り先体 反応 精

子 が 増加 し
，

こ の 効 果 は CA と の 併 用 に よ り 増強 さ

れ る．ま た ， PFと CAの 併 用 に よ る 先 体反応 精子増

加 作用 は 精 液所 見異常例 や 精 子 受精 能異常例 に お

い て も 認 め ら れ る ．し た が っ て ，PFが受精障害例

の 受 精率 を 向 上 さ せ る 機序 と して は ， 精子 運 動能

以 外 に 先 体機能 の 賦 活 化 も 強 く関 わ っ て い る と結

論 され る．
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